
3年生竹内健一郎さんの解答をご紹介します。
直線上の点XはPとP’から同じ距離にあり、点YはQとQ’から

同じ距離にあります。P’はPの鏡映点、Q’はQの鏡映点と
呼びます。直線を鏡とすると、P’Q’はPQそれぞれの鏡の中の
点と考えられるからです。
そうすると、馬の経路は、P→X→Y→Q となり、この距離は、

P’→X→Y→Q’ と全く等しいです。
したがって、最短距離は、この4点が一直線上になるように

X、Yを決めればよいということになります。
線分P’Q’を引いて、XとYを求め、P→X→Y→Q を決めます。
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